
埼玉県南西部就労移行連合会
の取り組み

～就労移行を中心とした、
地域における「横のつながり」の効果を最大化する実践の紹介〜

○高口 和之（NPO法人志木市精神保健福祉をすすめる会 傍楽舎 管理者）
中村 竜志（障害者就業・生活支援センターSWAN）
河辺 朋久（一般財団法人福祉教育支援協会 就労移行支援事業所シャローム和光）
山口 将秀（株式会社トレパル torepal就労移行支援事業所）
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地域の中の連携

• 福祉のサービスにおいて、地域連携や横のつながりは目新しいもので
はなく、必ず出てくるキーワードである。

• 地域連携の多くは、ひとつの事業所では対応できない部分を補う目的も
あるので、同業の連携はなかなか成立しにくいものである。

• 私たちが活動している「埼玉県南西部」の地域では、同業・ライバルであ
る「就労移行支援事業所」がつながる事を実践してきた。
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埼玉県南西部就労移行連合会とは

• 就労移行支援事業所が集まって構成している任意団体。
（精神科デイケアや障害者就業・生活支援センターが協力機関として関わっている。）

• 本会の活動を通じて就業に結びつき、障害等がある方の人生がより豊かになる
ことを目的とし、以下の活動を行っている。

1. 各就労移行支援事業所の周知

2. 障害者雇用に関する知識や技能を習得するための活動

3. その他、前条の目的を達成するための事業
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埼玉県南西部の状況

• ６市１町（朝霞市、新座市、和光市、志木市、富士見市、ふ
じみ野市、三芳町）で構成

• ハローワーク３ヶ所（朝霞、川越、所沢）

• 保健所１ヶ所（埼玉県南西部は障害保健福祉圏域と同じ）

• 障害者就業・生活支援センター１ヶ所

• 就労移行支援事業所１４ヶ所
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横のつながりと情報保障
• サービスを選べない措置の時代から、現在では就労移行支援事業は数あるサービス
提供事業所の中から選ばれる時代になった。

• とはいえ、障害のある人たちは自分でサービスの情報を収集できない人たちもいる。

• さらに、１つの市に１つしか就労移行が無いという地域もまだまだ多く、実質的には選
べていない実情もある。

• そこで、当事者目線に発想を変えて、

• 「通える範囲にある移行支援事業所の中から選んでもらえば良い」と考えた。
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就労移行支援事業所
合同説明会の開催

目的：
地域の皆さんに地域の就労移行の事を知ってもらい、より自分に合う就労移行を選
んで欲しい。その為の情報提供。

対象：
障害者の「働く」に興味のある方、全て

想定している対象：
当事者とその家族、相談支援専門員、特別支援学校の先生や生徒、B型等の福祉
施設職員、就労支援センター職員、相談支援・生活支援のセンター職員、自治体の
ケースワーカー、県の雇用施策に携わる職員、等
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合同説明会の実績

①2017年 約70名の参加

②2018年 約80名の参加

③2019年 約70名の参加

④2020年 約30名の参加 ※コロナ渦の為、オンライン開催

③には(有)ノア専務より、企業の立場からの講演

④にはNPO法人志木市精神保健福祉をすすめる会理事長より、ス
トレスマネジメントの講演
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就労移行が横でつながる
３つのメリット～その１ 「互いを高め合う」

• 互いに高め合える関係の構築

• 他事業所で取り組んでいる事を知り、自分たちに不足
している部分を知る。自施設のサービスの質の向上
を意識するようになった。

• 他事業所との比較により、自事業所の特徴と長所を
再確認し、自信を持って支援を行う事ができた。
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就労移行が横でつながる
３つのメリット～その２ 「地域全体でマッチング」

• 自事業所とはミスマッチである見学者に連携している他事業所
の情報を提供する事で「どこにもつながらない」状況を避ける事
ができた。

• 互いに他事業所の情報を提供し合う事で、これまでは自事業所
に来なかった方が見学に来るようになった。

• 作業系中心の事業所にPC訓練を希望してきた見学者とのミスマ
ッチについて、事務系中心の他事業所の情報を提供しつつより
良いマッチングについて説明をする事により、本人の希望を尊
重するが故のミスマッチを避ける事ができた。
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就労移行が横でつながる
３つのメリット～その３ 「地域全体で情報共有」

• 各事業所に困りごとが生じた際に、アドバイスを得たり情報交換
を行う事ができた。

• 直近では、新型コロナ（COVID-19）渦における対応や国からの
通達をいち早く共有できた。

• オンライン会議を取り入れた事業所発信でzoomによるオンライ
ン会議やslackによるチャットでの情報交換を導入できた。

• 同じ方向を向いた仲間が増える。現在、県外からの入会希望も来ています。

• 埼玉県南西部就労移行連合会の情報はこちら→https://twitter.com/ikou_rengoukai
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